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健全な事業経営を推進
令和２年度水道事業会計予算の概要
　水道事業の予算は、水道事業を運営するための予算（収益的収支）と水道施設を整備す
るための予算（資本的収支）があります。
　水道事業を運営するための予算は、水道料金を主な収入として、水道施設の減価償却費
や受水費（東総広域水道企業団から水道水を購入する費用)、人件費、動力費（送水ポン
プなどの電気料)、薬品費、借入金の支払利息などの費用で構成されています。
　水道施設を整備するための予算は、浄水場の更新整備のほか、古くなった配水管やポン
プ設備の更新などの支出を見込んでいます。支出に対して不足する額は、水道事業会計の
自己資金を充てて対応します。

令和２年度の主な事業は、次のとおりです。
●本城浄水場の浄水池築造
●本城浄水場の場内配管整備
●本城浄水場の送水ポンプ整備
●本城浄水場の動力計装監視制御設備整備

●配水管の布設（高神西町ほか）
●配水管の布設替
（天王台・潮見町・春日町ほか）

水道事業を運営するための予算（収益的収支）

水道施設を整備するための予算（資本的収支）

（単位：万円）

収益的収入
24億1,700万円

収益的支出
23億400万円

資本的収入
3億742万円

資本的支出
10億9,800万円

その他 12,204

水道料金　217,197

長期前受金戻入　12,299

減価償却費　68,721 受水費　47,852 人件費
26,118

動力費　9,780

薬品費　6,896

支払利息　8,335

その他　62,698

企業債（借入金）
20,000

他会計貸付償還金　10,500

出資金・負担金　242

自己資金　79,058

浄水施設整備費　15,114

その他建設改良費　64,550 企業債償還金
30,136


